


この計算式中の設備利用率は地域問わず
17.2％という数字が提要されるとのこと。
これで太陽光パネル1kWの消費電力量ノ
ルマ（30％）を算出してみます。

これは日照条件などかなり良い環境＋過積
載を想定したような数字です。1,000kWh
あたりが現実的ではないでしょうか？上の
計算式で得られる消費ノルマ30％はかなり
ハードルが高く、例えば土日が休日（電気を
ほとんど使わない）の工場などではクリアが
難しいと考えます。この点に関して以前に資
源エネルギー庁に確認したのですが、設備
利用率は17.2％とのことでした。
運転開始後に自家消費率を実現できてい
ないとFIT認定が取り消される可能性もあ
り、10kW以上～50kW未満の発電設備で
地域活用要件満たして余剰売電を行うのは
難しいと捉えています。
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クマ、キツネ、イノシシ、シカ、カラス、ハト
スズメ、カエル、ハチ、アリ、マムシ…
これらの動物に共通することは何でしょう？
それは太陽光発電所でのトラブル事例とし
て挙がったことのある動物たちです。
カラスが太陽光パネルに石を落としてパネ
ルが割れたり、架台に野生動物が衝突した
りと、彼らに悪気はないのでしょうが、大き
なトラブルに繋がる場合もありますので要
注意です。今回は昨年ソラパトの現場で見
つかった動物による不具合事例をいくつか
ご紹介します。

ソラパトで年次点検をご契約いただいてい
るお客様の発電設備（屋根上）を点検した

際のことです。ソ
ラパトスタッフが
屋根の上に上が
ると、何かがいる！
よくよく見ると、そ

れはなんと10匹以上のサルの群れでした。
スタッフが近づくとサルたちは逃げ出しま
したが、パネルの上にはサルのものと思わ
れるフンが・・・。その部分をIRカメラで見た

のが左の画像で
す。中央の赤～白
くなっている部分
がフンのあるとこ
ろで、温度が高く
ホットスポットに

なっていることが分かります。これにより発
電量が下がりますし、場合によっては火災
を引き起こすことも考えられます。
また、パネルと屋根の間にフンや食い散ら
かした食べ物も見つかり、どうやらサルの群
れが住みついていると思われます。
今のところ不具合や損傷までには至ってい
ませんが、サルたちを近づけないような対
策が必要です。

お客様の水上太陽光発電所の遠隔監視装
置から漏電の警報が届いたため、現地に駆

けつけると、複数
個所で左の画像
のように電線が剥
き出しになってい
ました。そこには

噛み跡があり、これは齧歯（げっし）類によ
るものだと推測されます。ネズミやリス、ヤ
マアラシなどの齧歯類の門歯は伸び続ける
ので、固いものを齧って常に削っていない
とものを食べることができなくなってしまい
ます。発電設備の周りを見回してみると、
凍った水面を歩いている小動物が…。池に
住みついているヌートリアでした。ネズミや
ヌートリア、リスなどによるトラブルは珍し
いものではなく、ソラパトブログでもいくつ
か紹介しています。
剥き出しになった電線
は発電停止や悪くすれ
ば火災にも繋がりかね
ません。齧歯類の被害
が予想される場合は、
ケーブルを露出させな
いよう、配管やカバー
などで動物が齧れない
ようガードしておくのが
望ましいと考えます。

また別の発電所では、配管が何らかの原因
で熱によって溶けて、その穴からダンゴムシ
が入り込んで巣を作っていました。この場合
はダンゴムシの巣よりも電線が配管とともに
溶けていないか？ということの方が心配です
が、穴からアリが入ってメガソーラーを止め
た事例もあります。こういった異常を早期に
発見、対処するためにも定期的な点検が重
要と考えます。
ここで挙げたもの以外にも接続箱などにス
ズメやカエル、ネズミなどが侵入して感電死
した事例（放置しておくと大きなトラブルに
なる危険あり）や、ハトが巣をつくったり、ス
ズメバチやマムシなど、人に大きな危害を加
える動物が住みつくこともあります。こういっ
た不具合はソラパトブログや日経メガソー
ラーに連載している記事などでご紹介して
います。ご興味のある方はご覧下さい。

サルの群れが住みついて・・・

水上太陽光のパワコンが漏電を検出 配管の穴が大きなトラブルになる危惧

上の表から分かるように、買取価格は全体
的に昨年度から下がっています。その中で
②の10kW以上～50kW未満の発電設備に
関しては、昨年度同様、自家消費型の地域
活用要件が設定されています。この要件が
実際はかなり厳しいものであるため、少し
説明させていただきます。
満たすべき要件は２つあり、１つは災害な
どで停電した際に活用できる「自立運転機
能」を利用できる設備であること。これは問
題ないのですが、要注意なのはもう1つの
「自家消費率30％以上」なのです。

何が問題なのか？それは自家消費率が
30％以上であることを判定するための設備
の発電電力量の見込みが、かなり大きいと
いう点です。具体的な数字で説明します。

自家消費型の地域活用要件は要注意

地域を問わず設定される発電見込み

条件が良い土地なら投資も可能
次に③の50kW以上～250kW未満の発電
設備について考えてみます。結論から申し
上げますと『造成の必要が無い、良い条件
の土地をお持ちであれば』FITを利用した売
電事業も成り立つでしょうと言えます。FIT
価格を下げる根拠に設備費の低価格化も
挙げられています。確かに低価格で高性能
な機器、資材が登場しましたが、人件費に
関しては下がらない、またこのところ太陽光
パネルは値上がりしていることもあり、12円
の買取価格で高利回りの発電設備を実現
するのは難しい状況です。
また一方では再エネ電力のニーズは高まっ
ており、④のFIT入札よりも小売電力事業者
と契約する方が利益が期待できるという可
能性も出てきています。

コロナ渦で深刻な景気後退の中、安定した
投資先として太陽光発電が注目されている
事実もあります。そこで注目されているのが
セカンダリー市場です。以前の高額FIT単価
で売電でき、また発電実績が明確であれば
魅力的な投資案件と言えます。エネテクで
も売却の相談をいただいたり、仲介をさせ
ていただく機会が増えています。今後、セカ
ンダリー市場はさらなる拡大が予想されて
おり、当面は買い手側の需要が高く、売り手
市場と言えます。
もし条件次第ではお持ちの発電所の売却を
検討してもいいかな？とお考えの発電事業
者様がいらっしゃいましたら、ぜひ私どもに
お声がけください。

電気・太陽光のプロが査定するあんしん

☎0120-920-137　

●O&Mのプロだからできる高値査定
●信頼査定で売却もスムーズ
●故障した発電所も高値査定

条件次第では売却・転売を検討したいという方も、お気軽にお問い合わせください。

発電
所や

遊休
地の
売却
も

エネ
テクへ

査定、売買もソラパトにお任せください！

S o l a r p a t  N OW 気になるF I T

安定稼働を脅かす、想定外の不具合事例

動物たちが引き起こす不具合
ENETECH TIMES 8号でご紹介した「アリがメガソーラーを止めた！」という記事には大きな反響がありました。

今回はソラパトの点検で判明した動物たちが原因と考えられる不具合などの一部をご紹介させていただきます。

F I T 制度 2 0 2 1年度の価格

まだ行ける？太陽光投資

日経メガソーラーにトラブル事例を連載中です！

メガソーラー市場の健全な成長と業
界の発展を応援するWEBサイト日
経メガソーラービジネスにエネテク
の取材記事が連載されています。
現在、連載は64回。今回ご紹介した
動物の事例の詳細
記事やその他不具
合事例も数多く紹
介されています。

CASE 1

サルの群れが
住みつく

CASE 3

配管の中に
ダンゴムシCASE 2

ヌートリア
が齧る

毎年下がる太陽光発電の売電価格、本年度は11円/kWh（50～250kW未満）となりました。今回はこの価格に関

する補足と、皆様が気になる“投資としての太陽光はどうなのか？”についてお話しします。

電源 規模 2020年度 2021年度

①住宅用太陽光発電 10kW未満 21円 19円

②事業用太陽光発電 10kW以上～50kW未満 13円＋税 12円＋税

③事業用太陽光発電 50kW以上～250kW未満 12円＋税 11円＋税

④事業用太陽光発電 250kW以上～ 入札により決定

2021年度の買取価格（太陽光発電）

発電電力量見込みの計算式

設備容量（ｋＷ）×24（時間）×365（日）
×設備利用率＝年間発電量（ｋＷｈ）

PV1ｋWあたりの想定発電量と消費ノルマ

1ｋW×24×365×17.2％
＝1,506.7ｋWh ⇒  452.02ｋWh×30％

盛り上がりを見せるセカンダリー市場発電電力量見込み 消費ノルマ30％
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